
総務省・消防庁、「平成２３年度版消防白書」を公表 

－ガスコンロの火災事故は、４４５件減－ 

 総務省・消防庁は、「平成２３年版消防白書」を公表しました。 

 

平成２２年（１～１２月）のコンロによる火災（出火）件数は総計４，６９４件で、こ

のうちガスコンロによる火災（出火）が４，２４８件と全体の９０．５％を占めている

としています。 

 

 しかし、このガスコンロによる火災は、数字上は多いものの、最近の傾向を見る

と平成１９年５，６２７件、平成２０年５，１２４件、平成２１年４，６９３件と大幅

に減少しています。その原因・背景については、平成１９年に法制化され、市場

導入された全口安全機能搭載「Ｓｉセンサーコンロ」の普及が挙げられます。 

 

 「Ｓｉセンサーコンロ」は、平成２２年１２月累計出荷台数１，０００万台を突破。

昨年１０月末で１，３０４万３，０００台（ＬＰガス仕様６９７万１，００００台、都

市ガス仕様６０７万２，０００台）まで普及し、今後更に増える見通しにあることか

ら、この減少傾向は今後とも続くものと考えられます。 

 

 一方、平成２２年に発生した都市ガス及びＬＰガス事故（ガス漏洩、爆発・火

災）のうち、消防機関が出動した件数は１，０４３件となっています。これをガス種

別にみると都市ガスが６６５件、ＬＰガスが３７８件となっており、態様別ではガス

漏洩事故が全体の７９．８％、爆発・火災事故が２０．２％という状況となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.fdma.go.jp/html/hakusho/h23/h23/index.html


 

コンロによる火災の損害状況 

区分 平成２１年 平成２２年 増減数 

 出火件数（件） ５，１３９ ４，６９４ ▲４４５ 

建物火災    

林野火災    

車両火災    

船舶火災    

航空機火災    

その他火災 

５，０５４  

４ 

４０ 

２ 

０ 

３９ 

４，６１２ 

４ 

３８ 

０ 

０ 

４０ 

▲４４２ 

０ 

▲２ 

▲２ 

０ 

１ 

主なコンロ種類別出荷  

件数（件）    

ガスコンロ 

電気コンロ 

石油コンロ 

まき・炭・石炭コンロ 

 

 

４，６９３ 

２８８ 

３１ 

１２１ 

 

 

４，２４８ 

２９０ 

３４ 

１１７ 

 

 

▲４４５ 

２ 

３ 

▲４ 

主な経過別出火件数（件） 

消し忘れ 

過熱 

可燃物の接触 

 

３ ，４１９  

４３９ 

１８３ 

 

２，９７０ 

４０５ 

２２４ 

 

▲４４９ 

▲３４ 

４１ 

建物焼損床面積（ｍ２） ７８，７９４ ６３，７４９ ▲１５，０４５ 

建物焼損表面積（ｍ２） ９，１７５ ８，６７４ ▲５０１ 

損害額（万円） ５９１，８３６ ５１５，６９７ ▲７６，１３９ 

 



ガス事故（都市ガス・ＬＰガス）の態様別発生件数
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